
起債の目的 金額（億円）

庁舎建設事業 10.62

新城地区こども園建設事業 6.26

道整備交付金事業 3.11

舟着小学校プール改築事業 1.11

山村交流施設整備事業 2.48

作手小学校建設事業 5.35

鳳来寺小学校改修事業 1.00

臨時財政対策債 9.50

その他 4.55

総計 43.98
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借
金
約
19
億
円
増

左
表
の
よ
う
に
約
44
億
円
の
起

債
（
市
の
借
金
）
を
行
い
ま
す
の

で
、
借
金
返
済
（
公
債
費
）
と
の

差
約
19
億
円
が
借
金
増
と
な
り
ま

す
。
市
長
の
説
明
で
は
、
今
後
数

年
は
こ
の
状
態
が
続
く
た
め
、
50

～
60
億
円
の
借
金
増
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

有
利
な
借
金
と
言
い
ま
す
が
？

起
債
の
90
％
弱
が
「
有
利
な
借

金
」
だ
か
ら
大
丈
夫
と
強
調
し
て

い
ま
す
が
、
果
た
し
て
安
心
し
て

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

国
を
信
じ
る
し
か
な
い
？

「
有
利
な
借
金
」
と
言
っ
て
い

る
の
は
、
合
併
特
例
債
、
過
疎
債
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
３
つ
で
す
。

先
の
２
つ
は
、
「
借
金
の
７
割
弱

が
将
来
地
方
交
付
税
に
数
十
年
か

け
て
上
乗
せ
さ
れ
る
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
」
、

残
り
１
つ
は
、
「
全
額
国
が
返
し

て
く
れ
る
の
で
、
当
面
は
市
が
半

額
を
肩
代
わ
り
し
て
借
金
す
る
だ

け
」
、
「
国
を
信
じ
る
し
か
な
い
」

と
の
説
明
と
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
地
方
交
付
税
の

原
資
が
足
り
な
い
の
で
す
が
？

地
方
交
付
税
は
、
国
税
（
所
得

税
・
酒
税
・
法
人
税
・
消
費
税
・

地
方
法
人
税
）
の
一
定
割
合
が
自

動
的
に
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
長
期
の
景
気
の
低
迷
に
よ

り
、
国
税
収
入
が
落
ち
込
ん
だ
ま

ま
改
善
し
な
い
た
め
、
必
要
な
地

方
交
付
税
総
額
が
確
保
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

苦
肉
の
策
、
臨
時
財
政
対
策
債

平
成
13
年
度
に
、
地
方
と
国
が

半
々
の
借
金
を
す
る
こ
と
で
、
地

方
交
付
税
の
不
足
分
を
補
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
半
分
は
市
で
毎

年
借
金
し
、
い
つ
か
国
が
そ
の
借

金
を
返
し
て
く
れ
る
と
信
じ
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
は
３
年
限

定
の
借
金
で
し
た
が
、
来
年
度
も

続
き
、
市
の
対
策
債
発
行
総
額
は

90
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
は

色
が
付
か
な
い

毎
年
の
地
方
交
付
税
に
は
、
合

併
特
例
債
・
過
疎
債
・
臨
時
財
政

対
策
債
の
色
が
つ
か
な
い
た
め
、

本
当
に
返
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

か
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
な
の

で
す
。
「
国
か
ら
の
借
金
返
済
の

内
訳
は
直
ぐ
に
は
わ
か
ら
な
い
」

が
、
正
式
な
議
会
答
弁
で
す
。

国
の
借
金
は
１
千
兆
円
強
！

国
の
一
般
会
計
収
入
額
約
93
兆

円
（
平
成
25
年
度
）
の
う
ち
、
約

46
％
を
国
債
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

国
は
毎
年
借
金
を
増
や
し
続
け
、

平
成
27
年
度
末
に
お
い
て
、
１
０

４
４
兆
円
を
超
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
状
態
で
、
地
方
が
「
有
利
な

借
金
だ
か
ら
」
と
借
金
を
続
け
れ

ば
、
国
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
果
た
し
て
、

約
束
通
り
「
有
利
な
借
金
」
が
返
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？

庁
舎
建
設
に
見
ら
れ
た

財
政
規
律
の
乱
れ

市
長
も
議
会
も
「
有
利
な
借
金
」

と
今
も
言
い
続
け
て
い
ま
す
が
、

借
金
を
し
な
い
た
め
の
身
を
削
っ

て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
庁

舎
建
設
が
求
め
ら
れ
た
５
年
余
の

見
直
し
時
、
市
長
・
議
会
の
多
数

派
は
、
「
有
利
な
借
金
だ
か
ら
、

将
来
財
政
に
大
き
な
負
担
は
か
け

な
い
」
と
、
市
民
に
大
丈
夫
と
言

い
続
け
ま
し
た
。
今
後
、
老
朽
化

が
進
む
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
費
増
は
な
ぜ
か
市
民
に

は
伝
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
合
併
10

年
の
財
政
規
律
の
緩
み
が
、
今
回

の
予
算
に
現
れ
た
と
言
っ
て
よ
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
本
体
工
事
費
は
30
億
円
強

現
行
の
消
費
税
率
の
適
用
の
た

め
に
は
、
９
月
に
は
本
体
契
約
を

終
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
反
映
で
き
る
市
民
の
要
望
は

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
「
30
億
円

（
３
年
間
で
分
割
支
払
い
）
の
根

拠
は
、
市
長
の
指
示
」
と
い
う
答

弁
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
か
ら
、

本
体
工
事
費
は
規
定
値
だ
っ
た
？

地
方
交
付
税
10
億
円
減

合
併
時
に
は
、
３
市
町
村
の
合

計
し
た
地
方
交
付
税
が
保
証
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
10
年
の
優
遇
期

間
が
過
ぎ
、
来
年
度
か
ら
５
年
間

で
約
10
億
円
（
正
規
の
額
に
変
更
）

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
約
２
割
が
減

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
収
確
保
を
ど
う
す
る
の
か

借
金
に
頼
ら
な
い
税
収
確
保
の

た
め
に
は
、
産
業
振
興
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
若
者
の
職
場
確
保
の

た
め
に
も
、
同
様
で
す
が
、
期
待

の
言
葉
は
「
新
東
名
開
通
に
よ
る

経
済
効
果
」
で
す
。
期
待
の
経
済

効
果
の
道
筋
が
見
え
ま
せ
ん
。
企

業
誘
致
、
農
林
業
振
興
、
観
光
振

興
の
叫
び
声
も
聞
こ
え
ま
す
が
、

実
態
が
伴
っ
て
い
ま
せ
ん
。

政
策
に
選
択
と
集
中
が
必
要

新
城
版
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」

に
は
様
々
な
計
画
が
並
び
ま
す
が
、

あ
れ
も
こ
れ
も
狙
っ
て
も
効
果
は

上
が
り
ま
せ
ん
。
都
会
に
無
く
て

新
城
市
に
あ
る
物
を
活
か
す
こ
と

し
か
な
い
の
で
す
。
第
一
次
産
業

を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
産
業
を
見
据

え
、
６
次
産
業
化
に
進
む
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

一
般
予
算
に
反
対

28
年
度
予
算
に
以
上
の
よ
う
に

財
政
の
見
方
に
甘
さ
が
見
ら
れ
、

産
業
振
興
政

策
に
力
が
見

え
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
、

私
は
、
平
成

28
年
度
予
算

に
反
対
し
ま

し
た
。

議
会
通
信

白井
みちひろ

28年度一般会計予算（従来より約21億円増）
過去最高251億3,600万円で議決！

※金額１億円以下の項目は、「その他」に合計

してあります。



【
１
点
目
は
市
長
リ
コ
ー
ル
と

市
民
自
治
の
到
達
点
】

穂
積
市
長
の
答
弁
主
旨
は
、
「
リ

コ
ー
ル
署
名
行
動
が
市
民
自
治
を
測

る
物
差
し
に
な
っ
て
い
な
い
」
「
市

民
リ
コ
ー
ル
は
民
主
主
義
の
逸
脱
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
住
民
投
票
、

市
長
リ
コ
ー
ル
が
求
め
ら
れ
た
こ
と

に
何
の
反
省
も
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
声
を
挙
げ
て
い
る
当
事

者
の
生
を
声
を
聞
か
な
い
の
か
？

住
民
投
票
で
も
市
長
リ
コ
ー
ル
で

も
声
を
挙
げ
て
い
る
市
民
は
明
確
で

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

市
民
と
の
誠
実
で
率
直
な
話
し
合
い

が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
結
論
あ

り
き
で
提
案
し
、
そ
の
結
論
を
押
し

つ
け
よ
う
と
す
る
か
ら
市
民
運
動
が

続
い
て
い
た
の
で
す
。

市
民
自
治
を
阻
害
す
る
の
が

実
は
市
長
で
は
な
い
の
か
？

市
民
自
治
を
強
調
す
る
市
長
が
、

自
説
に
反
対
す
る
市
民
の
思
い
に
寄

り
添
え
ま
せ
ん
。
市
民
は
、
支
え
励

ま
さ
れ
る
こ
と
で
、
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
の
役
割
を
果

た
せ
な
い
市
長

が
、
市
民
自
治

の
到
達
点
を
低

め
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
住
民

投
票
・
市
長
リ

コ
ー
ル
が
あ
ぶ
り
出
し
た
も
の
は
、

市
長
の
自
治
意
識
の
低
さ
で
し
た
。

【
２
点
目
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
の
可
能
性
】

新
城
市
と
し
て
平
成
15
年
に
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
事
業
化
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
採
算
性
の
問
題
な
ど

で
、
立
ち
消
え
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

固
定
価
格
買
取
制
度
が

事
態
を
好
転

現
在
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
発
電
し
た
電
気
の
売
り
先

を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
の
で
す
。

20
年
間
は
、
国
が
定
め
た
単
価
で
売

電
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

平
川
市
の
実
践
を
視
察

昨
年
度
、
青
森
県
平
川
市
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
平
川
市
で
は
、
発
電
能
力

６
２
５
０
ｋ
ｗ
（
一
般
家
庭
約
１
５

０
０
０
世
帯
相
当
）
の
発
電
所
が
民

間
と
の
共
同
で
事
業
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

で
き
な
い
理
由
を
言
う
だ
け
で

は
何
も
変
わ
ら
な
い
！

新
城
市
が
で
き
な
い
と
い
う
一
番

の
理
由
で
あ
る
「
燃
料
の
確
保
」
を
、

平
川
市
で
は
解
決
し
て
い
る
の
で
す
。

剪
定
枝
の
処
理
（
市
民
の
要
望
）
と

併
せ
て
、
山

の
荒
廃
対
策

を
考
え
る
中

で
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
の
可
能
性

を
切
り
開
い

て
い
っ
た
の

で
す
。

実
現
の
た
め
に
責
任
を
果
た
す

平
川
市
で
は
、
市
民
、
民
間
事
業

者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
果
た
す
こ
と
で
、
実
現
し
ま
し

た
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
東
京

を
本
社
と
す
る
会
社
が
責
任
を
持
ち
、

燃
料
と
な
る
チ
ッ
プ
製
造
工
場
は
市

内
の
製
材
所
・
森
林
組
合
な
ど
が
、

行
政
手
続
は
平
川
市
が
行
い
ま
し
た
。

百
人
規
模
の
雇
用
を
増
や
す

平
川
市
で
は
発
電
所
・
チ
ッ
プ
工

場
の
従
業
員
、
燃
料
調
達
の
た
め
の

林
業
従
事
者
、
燃
料
運
搬
の
労
働
者

な
ど
、
全
体
と
し
て
百
人
近
い
雇
用

増
（
新
城
市
の
地
方
創
生
の
計
画
で

は
、
５
年
で
５
人
の
雇
用
増
）
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
山
の
多
面
的
機
能

の
維
持
と
な
り
、
直
接
に
金
銭
対
比

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
何
百
億
円
に
相

当
す
る
価
値
を
産
み
出
す
と
言
え
ま

す
。

実
現
の
た
め
に
議
論
を
し
よ
う

前
向
き
の
議
論
が
な
け
れ
ば
、
何

も
実
現
し
ま
せ
ん
。
「
で
き
な
い
」

と
あ
き
ら
め
る
前
に
、
実
現
の
た
め

に
出
来
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
べ
き

で
す
。

【
新
城
・
名
古
屋
間
の
高
速
バ
ス
】

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
か
ら
ほ

ぼ
百
％
支
援
さ
れ
る
事
業
で
す
。
費

用
は
、
バ
ス
１
台
購
入
（
約
３
８
０

０
万
円
）
、
運
行
経
費
（
約
２
３
０

０
万
円
）
で
、
１
日
３
往
復
が
運
行

（
１
人
１
回
千
円
）
さ
れ
ま
す
。
市

民
病
院
・
市
役
所
等
で
人
を
乗
せ
、

新
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
新
東
名
を
走
り
、
藤

が
丘
・
長
久
手
方
面
を
目
指
し
ま
す
。

３
百
人
余
が
名
古
屋
に
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
こ
と
、
名
古
屋
か
ら
観
光

客
が
呼
べ
る
こ
と
が
決
め
手
と
な
っ

た
と
の
説
明
で
す
が
、
実
際
の
利
用

希
望
は
確
認
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
ま
ず
、
や
り
ま
し
ょ
う
」

で
は
、
効
果
に
黄
信
号
で
す
。

【
新
城
市
職
員
給
与
ア
ッ
プ
】

人
事
院
勧
告
に
従
い
、
職
員
給
与

が
平
均
0.3
％
（
年
間
約
４
万
円
）
増

額
。
年
収
は
、
職
務
等
級
２
級
（
平

均
33
歳
）
で
約
５
１
５
万
円
、
職
務

等
級
４
級
（
平
均
45
歳
）
で
約
７
６

５
万
円
、
職
務
等
級
７
級
（
平
均
58

歳
）
で
約
８
４
２
万
円
で
す
。
Ｄ
Ｏ

Ｄ
Ａ
転
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
登
録
の
約

22
万
人
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
20
～
59

歳
ま
で
の
正
社
員
の
平
均
年
収
（
愛

知
県
）
は
、
４
１
９
万
円
。
新
城
市

民
の
平
均
所
得
（
平
成
26
年
総
務
省

デ
ー
タ
）
は
県
下
54
市
町
村
で
ワ
ー

ス
ト
3
で
す
。
い
つ
ま
で
も
人
事
院

勧
告
に
従
う
の
で
は
な
く
、
新
城
市

民
の
生
活
実
態
に
合
っ
た
職
員
給
与

と
す
べ
き
で
す
。
市
長
・
副
市
長
・

教
育
長
・
議
員
の
期
末
手
当
も
増
額

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
感
情
は
、

増
額
賛
成
で
は
な
い
と
考
え
、
私
は

い
ず
れ
も
反
対
し
ま
し
た
。

【
も
っ
く
る
新
城
の
純
利
益
は
？
】

道
の
駅
「
も
っ
く
る
新
城
」
の
純

利
益
を
１
千
万
円
と
推
定
（
平
成
27

年
度
）
し
、
そ
の
20
％
（
契
約
項
目
）

が
名
鉄
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
支
払
わ
れ

る
予
定
で
す
。
市
の
負
担
は
建
設
事

業
費
約
８
億
５
千
万
円
、
年
間
維
持

管
理
費
５
百
万
円
で
す
。
新
東
名
開

通
で
、
鼻
息
が
荒
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
開
通
効
果
が
い
つ
ま
で
も
続
く

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
費
用
対
効
果
を

上
げ
る
た
め
の
対
策
が
急
務
で
す
。

【
南
部
企
業
団
地
の

中
間
処
理
施
設
の
今
】

南
部
地
区
を
中
心
に
、
堆
肥
化
施

設
操
業
の
心
配
の
声
が
消
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
本
格
操
業
が
間
近
で
す
。

そ
の
た
め
、
南
部
地
区
の
４
区
長
か

ら
、
「
愛
知
県
環
境
部
に
よ
る
市
民

説
明
要
望
」
と
「
市
内
一
律
の
臭
気

指
数
へ
の
改
正
」
の
２
件
の
要
望
が

出
さ
れ
、
経
済
建

設
委
員
会
で
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
前

者
は
採
択
、
後
者

は
趣
旨
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
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